

















































824であった。血液型の構成は， 0型が290人（35.2% ), A型が283人 （34.3%), B型が185
人（22.5% ), AB型が66人（8.0%）となっている。日本人の血液型の頻数は， f医科学大事典』




を検討する。統計的な有意性の検討には， xz検定（ 2×4分割） を用いる。
3.結果と考察
血液型別に各項目の該当状況を集計し，各項目の識別性を検討したところ，表2に示すよう





表2 血液型別・項目別該当状況 （有意差があるもののみ） 単位：人数 （%）
項目番号Io 型 者； A 型者； B 型者 ：A B型者｜有意水準｜最多数性｜整合性
11 I 178(61.4) / 186(65.7) ' 110(59.5) / 47(71.2) I 5 % I A B型 I Oワ
39 I 201(69.3) ¥ 170(60.1) j 130(70.3) ! 38(57.6) I 5 % Io・B型｜ ム
44 I 188(64.8) I 180(63.6) I 140(75.η I 47 (71. 2) I 5 % I B型 I o 
52 I 113(39.0) i 145(51.2) i 67(36.2) f 29(43.9) I 1 % I A型 I o 
87 I lll(38.3) i 93(32.9) / 88(47.6) i 25(37.9) I 5% I B型 ｜×
94 I 177(61.0) i 159(56.2) : 125(67.6) / 47(71.2) I 5 % I A B型 ｜ ×？





























































































































最多数性項目の整合性の照合は，大村 (1990）が整理した表（ p. 211～213）及び能見（1985)































(29.9%), A型が340人（38.4% ), B型が175人（19.8% ), AB型が106人（12.0%）となっ



















表3 血液型別性格類型ー①1989年調査一 単位：人 （%）
類型全 体 O 型者 ： A 型者 ： B 型者 j A B型者 検定の結果
A 類 157(17.7) 38 (14.3) 61 (17.9) 35 (20.0) 23 (21.7) 
B 類 266(30.0) 77 (29.1) 108 (31.8) 48 (27 .4) 33 (31.1) X2=10.053 
C 類 43( 4.9) 13 ( 4.9) 18 ( 5.3) 10 ( 5.7) 2 ( 1.9) d/=12 
D 類 347(39.2) 115 (43.4) 126 (37.1) 64 (36.6) 42 (39.6) P>.50 
E 類 73 ( 8.2) 22 ( 8.3) 27 ( 7.9) 18 (10.3) 6 ( 5.7) 有意差なし
合計 886(100.0) 265(100.0) 1 340(100.0) 1 175(100.0) ! 106(100.0) 
表4 血液型別性格類型ー②1992年調査一 単位：人 （%）
類型 丘p二、』 体 0 型者 iA 型者 iB 型者 iA B型者 検定の結果
A 類 156 (19 .1) 53 (18.5) 55 (19.6) 36 (19.6) 12 (18.5) 
B 類 262 (32.1) 94 (32.8) 93 (33.1) 55 (29.9) 20 (30.8) X2=22.105 
C 類 41 ( 5.0) 12 ( 4.2) 21 ( 7 .5) 7 ( 3.8) 1 ( 1.5) d/=12 
D 類 285 (34. 9) 98 (34.1) 93 (33.1) 75 (40.8) 19 (29.2) P<.05 
E 類 73 ( 8.9) 30 (10.5) 19 ( 6.8) 11 ( 6.0) 13 (20.0) 有意差あり
合計 817(100.0) 287(100.1) j 281(100.1) j 184(100.1) 65(100.0) 
表5 血液型別性格類型ー① 2回分合算ー 単位：人 （%）
類型 ノ量＼二 体 0 型者 1 A 型者 1 B 型者 j A B型者 検定の結果
A 類 313 (18.4) 91 (16.5) 116 (18. 7) 71 (19.8) 35 (20.5) 
B 類 528 (31.0) 171 (31.0) 201 (32.4) 103 (28. 7) 53 (31.0) X2=12.959 
C 類 84 ( 4.9) 25 ( 4.5) 39 ( 6.3) 17 ( 4. 7) 3 ( 1.8) d/=12 
D 類 632 (37 .1) 213 (38 .6) 219 (35. 3) 139 (38. 7) 61 (35.7) P>.30 
E 類 146 ( 8.6) 52 ( 9 .4) 46 ( 7.4) 29 ( 8.1) 19 (11.1) 有意差なし






尺度（抑うつ性），C尺度（回帰性傾向）， I尺度 （劣等感），N尺度（神経質）， O尺度（客
観性），Co尺度（協調性），Ag尺度 （攻撃性）， G尺度（活動性）， R尺度（のんきさ），T 





1989年調査…・・O （客観性）尺度（X2=24.083, df=l2, P <.05) 
T （思考性）尺度（X2=22.110,df=l2, P<.05) 
1992年調査・…・・N （神経質）尺度（X2=21.413, df=l2, P<.05) 
Ag （攻撃性）尺度 （X2=25.163,df=l2, P<.05) 










2回分合算…・・N （神経質）尺度（X2=21.477, df=12, P<.05) 
0 （客観性）尺度（X2=29.329, df=12, P<.01) 
Ag （攻撃性）尺度（xzニ24.686, df=12, P <. 05) 




















































































A B型項目 2.役割 ・分担範囲を重視し， これを侵害されるのを激しく嫌う。
















表7 血液型別・項目別該当状況ー ①女子学生群ー （有意差があるもの） 単位：人（%）
項 目 Io 型 者 ：A 型者： B 型者 ：A B型者｜有意水準｜ 最多数性
O 型 7I 89(61.8) [ 116(56.6) [ 84(71.2) : 22(47.8) I s % ｜な し
。 15 I 60(41.7) : 58(28.3) : 48(40.1) [ 9(19.6) I 1 % ｜なし
A 型 4I 86(59.7) : 132(64.4) : 67(56.8) : 19(41.3) I 5 % ｜ なし
B 型 20I 75(52.1) [ 122(59.5) : 78(66.1) : 21 (45.7) I 5 % ｜なし
211 63(43.8) : 120(58.5) [ 65(55.1) [ 26(56.5) I 5 % ｜ なし
33 I 29(20.1) : 74(36.1) : 46(39.o) : 13(28.3) I 1 % ｜なし
A B型 5I 47(32.6) : 79(38.5) : 41(34.7) : 29(63.o) 1% あ り
17 I 41(28.5) : 39(19.0) : 34(28.8) ) 17(37.0) 5% な し
36 I 41 (28. 5) : 64 (31. 2) : 4 7 (39. 8) : 24 (52. 2) 5% なし
（注） 対象者数：o型者＝144人， A型者＝205人， B型者＝118人， AB型者＝46人。
表8 血液型別・項目別該当状況ー 包不特定者群ー （有意差があるもの） 単位：人 （%）
項 目 Io型者 iA 型者 jB 型 者 jA B型者｜ 有意水準 ｜最多数性
0 型 31I 74(45.1) ! 80(36.5) : 61(53.5) ! 18(37.5) I 5 % ｜ なし
B 型 1I 52(31.7) ! 46(21.0) ! 43(37.7) : 11(22.9) I 1 % ！ なし
ク 26 I 96(58.5) ) 112(51.1) ) 81 (11.1) j 29(60.4) I 1 % ｜ なし
29 I 67(40.9) I 82(37.4) j 67(58.8) j 17(35.4) I 1 % ｜ あ り
A B型 3I 51(31.1) ! 44(20.1) ! 33(28.9) I 8(16.7) I 5 % ｜ なし








る有効項目は，女子学生群ではわずかに1項目（ AB型 ・項目番号5）であ り，不特定者群




















表9 血液型別・項目別該当状況 ①ー両群合算ー（有意差があるもの） 単位：人（%）
項 目 0 型者 A 型者 B 型 者 A B型者 有意水準 最多数性
0 型 7 169 (54. 9) 228(53.8) 143 (61.6) 42 (44. 7) 5% な し
ゐ 15 110 (35. 7) 120(28.3) 94(40.5) 19 (20 .2) 1 % な し





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る的中率は，女子学生群についてみると， A型者では50.7%となっているが， 0型者では10.4%, 
B型者では27.1%,AB型者では10.9%と非常に低い。4群の的中率の平均は24.8%である（人
数の多いA型で的中率が比較的高いので，全対象者513人に対する的中者156人の比率は30.4%
となる）。0型者 ・B型者・ AB型者は，いずれも A型者であると判定された比率が最も高い。
3群のA型判定率の平均は35.7%である（ A型者を除く対象者308人に対するA型判定率は
37. 3%となる）。 二つ以上の型が同じ数値で最高値となった混合型 ・不能型も，4群の平均で
21. 3 % （全対象者の比率で22.2%）に達する。混合型・ 不能型はA型を含んだものが多い。
表1 血液型別判定型（最大値による判定） ー①女子学生群ー 単位：人 （%）
判定型 0 型者 A 型者 B 型者 A B型者
O 型 I 1s (10.4) J 4 ( 2.0) 7 ( 5.9) 5 (10.9) 
A 型 58 (40.3) 1104 (so. 1) I 43 (36.4) 14 (30.4) 
B 型 26 (18.1) 52 (25 .4) I 32(21 .1) J 9 (19.6) 
A B型 9 ( 6.3) 8 ( 3.9) 8 ( 6. 8) 5 (10. 9) J 
混合型 31 (21. 5) 29 (14.1) 23 (19.5) 12 (26.1) 
不能型 5 ( 3.5) 8 ( 3.9) 5 ( 4.2) 1 ( 2.2) 
計 144(100 .1) 205 (100.0) 18 (99. 9) 46 (100.1) 
（注1) 混合型 ：二つの型が同数最大なもの。不能型 ：三つ以上の型が同数最大なもの。
（注2) 仁二コ ：的中人数 （的中率）を示す。全体では156人（30.4%）と低い。
（注3) 検定： 1%水準で有意。 X2=24.001,df=9 （混合型・不能型を除いて計算）
全 体
31 ( 6.0) 
219 (42. 7)
119 (23.2) 
30 ( 5.8) 
95 (18.5) 
19 ( 3. 7) 
513 (99 .9) 
表12 血液型別判定型（最大値による判定） －－－－＠不特定者群ー 単位 ：人（%）
判定型 0 型 者 A 型者 B 型者 A B型者
0 型 I 16 ( 9.s) J 19 (8.7) 12 (10.5) 3 ( 6.3) 
A 型 67 (40.9) I 95(43 .4) I 31 (27 .2) 21包3.8)
B 型 33 (20 .1) 46 (21. 0) I 35(30.1) I 7 (14.6) 
A B型 9 ( 5.) 10 ( 4.6) 6 ( 5.3) 9 (18.8) J 
混合型 32 (19.5) 41 (18. 7) 21 (18.4) 6 (12.5) 
不能型 7 ( 4.3) 8 ( 3. 7) 9 ( 7.9) 2 ( 4.2) 
計 164 (100.1) 219 (100 .1) 114(100.0) 48 (100. 2) 
（注1) 混合型 ：二つの型が同数最大なもの。不能型：三つ以上の型が同数最大なもの。
（注2) 亡コ：的中人数（的中率）を示す。全体では155人（28.4%）と低い。
（注3) 検定： 1%水準で有意。X2=23.935,df=9 （混合型・不能型を除いて計算）
ノゴ＼二 体
50 ( 9.2) 
214 (39.3) 
121 (22.2) 
34 ( 6.2) 
100 (18. 3) 
26 ( 4.8) 
545 (100. 0) 
14 白佐：血液型性格判断の妥当性の検討
表13 血液型別判定型（最大値による判定） ー①両群合算ー
判定型 0 型者 A 型者 B 型 者 A B型者
O 型 I 31（此i)I 23 ( 5 .4) 19 ( 8.2) 8 ( 8.5) 
A 型 125 (40.6) j 199 (46.9) I 74 (31. 9) 35 (37. 2) 
B 型 59 (19.2) 98 (23 .1) I 67(zs.9) I 16 (17.0) 
A B型 18 ( 5.8) 18 ( 4. 2) 14 ( 6.0) I 14(14.9) I 
混合型 63 (20. 5) 70 (16.5) 44 (19.0) 18 (19.1) 
不能型 12 ( 3.9) 16 ( 3.8) 14 ( 6.0) 3 ( 3.2) 
計 308(100 .1) 424 (99. 9) 232(100.0) 94 (99.9) 
（注1) 混合型：二つの型が同数最大なもの。不能型：三つ以上の型が同数最大なもの。
（注2) 仁二コ：的中人数（的中率） を示す。全体では31人（29.4%）と低い。




81 ( 7.7) 
433 (40.9) 
240 (22. 7) 
64 ( 6.0) 
. 195 (18.4) 
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